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研究の背景と目的

【算数授業の話し合い場面の問題点】
・解法の発表が行われるが、深める話し合いが困難である。

・一部の児童と教師のやりとりだけで、全員が話し合いに参加することが

困難である。

【打開へのアプローチ】
全体交流での討論をグループ学習に「戻す」方略（佐藤,2006）がある。

【目的】

算数授業の全体交流からグループ学習に戻して、グループ内で話し合う活

動（以下、グループトークと呼ぶ）を取り入れる教授方略を実践し、小学6
年の児童の学習促進に及ぼすグループトークの効果を明らかにする。



研究方法

１．グループトークの教授方略

・理解促進

学習者の理解レベルを向上させる状況において、教師の問いの答えを
考えるためにグループで算数トークする

・理解共有

学習者から出された発言・説明や教師の説明に対して学習者の理解が停
滞している状況において、クラス全体で理解を共有するためにグループ
で算数トークする



２ 検証のための授業
栃木県内公立小学校6年1クラスの「比の利用」の2時の授業で検証した。

【問題】

砂糖と小麦粉でパンケーキを作ります。砂糖と小麦粉の比は２：５です。小麦粉

を１５０gとすると、砂糖は何ｇいりますか。

【解決方法】

１）線分図

全体の割合７の線分図をかいて、１５０÷５＝３０で割合１が３０ｇであること

から３０gに砂糖の割合２をかけて６０ｇ。

２）等しい比の性質

５：２＝１５０:ｘ から ２×３０＝６０ｇを求める。

３）比の値

小麦粉の割合を１とすると砂糖の割合は２/５だから１５０×２/５で砂糖の重さ

６０ｇを求める。



【授業の流れ】



３．分析の枠組み
【3段階の発話の理解レベル】
検証のための授業中の児童の発話にレベル０から３を割り当て分析する。



【線分図の解法を取り上げた話し合い場面のグループトークの概要】



結果

１．事前テスト・事後テスト ＊同一問題で実施

けんたさんとお兄さんはお金を出し合って、720円のトランプ
を買うことにしました。けんたさんの出す分の割合が４，お兄さ
んが出す分の割合が５で分けることにしました。けんたさんとお
兄さんはそれぞれ何円だせばよいですか。

事前テストの正答率 30％

↓

事後テストの正答率 90％



２．グループトークにおける児童の理解レベルの分析

小場面1－1は他レベルと
比べて理解レベル０が有意
に多く、1－2は理解レベル
１が有意に多く、1－4は理
解レベル2が有意に多かった。
この結果は、グループ

トーク１の小場面が進むに
つれて多くの児童の発話の
理解レベルが変化してレベ
ル２に向上したことを示し
ている。



【２つのタイプのグループトークと発話の理解レベルの向上】

グループトーク1－1

教師の基準量が何かの問い返しによって児童が解法1の基準量の意味を考えなおす

機会となった。その後の全体交流では線分図の「1目盛りが基準量」が発表された。

グループトーク1－2

目盛りが基準量である理由を考えるグループトークによって、比較量が1目盛りの

何個分であることから1目盛りが基準量であるという説明がなされ、児童の発話の理

解レベルが1に向上した。

グループトーク1－3

基準量が1目盛りである理由の説明をグループ内で共有するグループトークで、3班

に1目盛り分が割合１という理由の説明が生まれ、発話の理解レベルが2に向上し、3
班の考えが全体交流で発表され、集団の理解レベルの向上の寄与した。

グループトーク1－4

3班のレベル2の説明を共有するためのグループトークで、集団の発話の理解レベル
が２に高まり、線分図による解法１の基準量の理解が深まった。



３．グループトーク１，２，３の分析

グループトーク１
ほとんどの児童が理解レベル2に向上した。

グループトーク２
変化した児童の全員が理解レベル２に向上した。

グループトーク３
変化した児童全員が理解レベル3に向上した。

グループトーク１，２，３を取り入れて全体交流を行ったことで
多くの児童の発話の理解レベルが向上した。



知見

学習促進につながるグループトークの機能

★１ 全体交流で理解した児童がグループトークで班員の理解を助けるた
めに説明を繰り返すグループトーク

全体交流場面で他班の児童の説明を聴いて理解し、その後のグループ
トークにおいて発話の理解レベルを高めて班員に説明した児童がみられた。

★２ グループトークによって発話の理解レベルが向上し、向上したレベ
ルの説明を全体交流で伝えることで、他班の児童の発話の理解レベルの向
上を促すグループトーク

グループトークで1目盛りが割合１だから基準量であると説明した児童が、
全体交流でこの考えを発表したことで他班の児童の発話の理解レベルを高
めることにつながった。
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